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九r~:rn [1¥ 近畿外科率向演説
l明和7ifll月13日午前9時 ヨリ京都帝閣k感染友曾飴階 1－.講堂ニ テ問曾，＊曾者1:21札




」京都（帝大外科） Ir 1 行
'.? しア二リシ寸色素Ji毒物接的主主＝外科臨床的考察 第1回報十年
京都（府大外科） fri DI 兆
色素ノ化lJl的治療情（直子系統的ニ研究シタ ノレハ υr.l》. Ehrlich 0911）テi、J,7防欠 トス。
共ノ後匝xo・1大戦ノ勃殻ニIi.:¥リl1，戦 ニ於 Jレ負傷ノ防府的底置ノ必長｜・．，色、ニソノ研究カ
ントナリ， Browning,Ritz, Sclilossb巴1・ger, hirstenau, Braum, Jlurkarrl, Dorn, Neufeld, 
爪 hi,2mann,Heulclt, Fleming, I¥ゼ＿1・:;-・:1・等カ事柄織4テ Aki・idin色素ノ研究業績テ護表シ，
之ニ閥スJレ文献モ亦到底牧事ニ定無シ。
然Jレ－ .¥nilin色索ノ化早的療法ニ於クル感月j1賃値ニ開ス ）J,系統的考察ハ Akridin色素
／ソレー比シ本企ジ己モナラズ。
Dr. 1¥:. Naratハ “Brilantgrcen”ニ就 テ該色素ハ優秀ナル防府的治療脅Ijナ；， 事テ Annal吟
of Sui片山， Dec,1931ニ於 テ力説セリ。 再教室ニ於テモ此ノ ：事寛子裏書 セル臨床的宮例モ
亦決シテ乏シカラズ。叉行事主主ノヘヤ月， nrfFI雨氏モイl、tifテ .¥nilin色素ノ勝レタ ）J,防－腐）J
ι 枕テ.r・;.l曾蛇ニi誌｝：ニ於テ殻表セリ。 今回余ハ八nilin 色素ノ毒物伊r的·J<l:W~ テ 山系統的ニ
視察シ，延ヒテ ハとが化身；r的治療剤トシテノ 1賃値テ決定シ，共ノ r~id；床 1-: I惚H1ノ範囲テ肢
ムルノー助タラシメ ントノ希望ノトニ之ニ着手シテ以来己ニ得 タJレ数例 ノ寅験成制lト之ー
劉ス Jレ卑見ト テj畠ペント敬ス。
( 1 ) 各種 Anilin色ぷノ毒性
余ノ：質験シタル範囲ニ於テハ M礼laじhitg1i.im ノ制量ハ最モノj、ニ シテ， Kongorotノ倒景
ハ日モ大ナリ。帥チ夫々ノ ι）Jノ大4サノ l順位ニ之’すよノ色素子排列セ ハ，大 F虫flシ。
:¥falachitgrtin :;. .¥nilinblau > Kりおtalh・iolet> :¥letliyl、iolet＞’l'r_rpatl；いin （~Jlf\0 > 
G"11lianavinlet .> Fuchsin > Brillantgri.in > K同九rlviolet> Rivanol （制｝！の ＞ '.¥'cutralrot 




遠力ニ開シ， Ani in色素ヨリ勝レルモ， 0.3%以下ニ於テハコノ｜閉係ハJE一反針ナリ。




Brillantgriin ノ Staphylococcusaureus ニ剣スル殺菌1Jハ余ノ寅験成績ニ徴ス Jレニ Try-
paAavin ノソレノ約10倍以上ナリ。
叉Metbylenblau ノ Staphylococcusaureusニ針スル殺菌）Jハ Trypaflavin ノソレト同
等以上ナリ。















シテ槍化酵素 IJ戎 tj之’及排ii止ニ針シテ『I－＇~医／イ長ヂE セノL ニ非ス－ヤト／疑，義テ抱キ JI尚髄『1~ ニ於
ナJレ糖化酵系中幅／イU否テ研究セント企｜品，＇； jセリ。




:z:t 日本外科資凪 W; JO谷川 1 披
1・ L タカヂアスターゼ寸テ到重)J，静脈ニ注射ス Jレニ事~レモ血清しア i ラーゼ寸ハ一過性 J ！曾
加アルノ iニテ，血清Lアiラーゼ寸rf1植が脳髄内ニ於ケ Jレ千｛京テ承認スペキ成績テf＇.｝ズ0
l.. 血清L ア i ラーゼ「ハ血液トア ）~ 種ノ Lf'術航態テ保持シ，ソ／献陥テ僻臓及ピ他／臓怨，
組織ヨリ干tll'ff. シ，過剰酵素ハ l,J(if·＇ニ排れit シ常ニ血液ニ捗l ス ）~態度テ一定ニスノレ壬ノナル
官Iシ。




G. L タカチアスターゼ寸注射後死亡セ ル家兎テ病~rn解去I］ス Jレニ，各臓~fl:殊ニ牌，肝，腎，
腺ニ充血及ピ硬審アJレテ記、ム。
7. しタカヂアスターゼ「句庖0.5瓦テ静脈注射スレノ、， 5時間後，大部ノ、Lアチドー ジス1テ
Mス。









塞テ施ンテ，術的及ピ術後ハ1時， 3時， 6時， Yえピ2-t時間後ニ椴静脈ヨリ採血シ，共血i1lニ
ツキテご、之主氏XiJr法ニヨリテ血糖テ〉と長ヒリ。
1. ；；｛，；症ニ於テ肝臓ノ全射出叉ノ、共自II分的ー切除ガ血糖ノ ；移動JU~態ト共生存時間トニ如何ナ
Jレ密化テ及ボスペキヤテ検ス Jレニ，全射/liニ於テハ共直後ヨ リ寡血糖ニ陥リ テ．家兎ハ
短時間内ニ死亡ス。共3/.tラ切除ス Jレ時モ同十五ニi'r.Jf1糖ニ陥リ，共生イ長時間ノ、針）｛言動物｝
ニ比シ柏短縮ス。 1/2切除ニ於テハ過血糖ニ移行シテ共生千子時間ハ針j照動物ト時同時ナ
リn 1/.l切除ニ於テハ，同様ナ Jレ過血糖ニ移行スJレモ共生イF時間ハ僅カニ短縮セリ 6
2. 本山ニ於テ，網：I)；く織内皮細胞系統テ刺戟ス Jレ n年ハ，血概ノ移動ハ割問動物ノ：夫 ト ~I告同
程度叉ハ共以 kニシテ，共生イ下時間ハ柏延長セリ。，ζテ栓進スJレ時ニハ血糖ノ；移動ハ封
J!H寅験J：；ミヨリ拍車f~度ι シテ，共生存時間亦僅カニ1.v：市！（I ヒ リ。




















味ス Jレニ， j－三指腸閉塔ト同時h 閉塞上部胃腸管テ全部切除スル時ハ，術後ノ過血糖ハ









Jレ毒物； r汲牧ト J~内本ノ帯債ニ凶ス Jレ！山作ノ膨i前トガ，共ニ内臓州l経テ経テ反射的ニ過血
糖テ成立セシムルモノニシテ，個鴨ノ必要ナル防衛機能ノ 1ナリト思惟セラ Jレ。従ツテ本；
i(r：ノ治療ニ際シテl!rJ：塞←l:tri）腸管内千五ノ排除ニ努メルト同時ニ過血糖テ助長七シム JL-方策テ









!-:fli.'li'i"大計氷外科） 演 光 ごL、!II 
従来／しヒスタ iン寸定量1i針ニ従ヒ，Hrri時｛ザタ JI,約30例ノ腹水中ノ Lヒスタiン寸量テ
屯量比較セリ。
寅験結果ニ依リLヒスタ Eン「代謝 トi'li己管 l、ハ術接ナル開係アルコトヲ謹明シ，殊ニ幽
l"j癌， 直腸楕，急性叫間取＇！；：ノ如キ消化管エ狭容叉ノ、閉不ア Jレ場合ニLヒスタ iン「量ノ I曾
加テ示セリ，向肝臓疾患ノアル場合ニモ亦しヒスタ iン1量 ノ増量セ Jレハ解毒器官タ JI.肝臓
／；機能｜埠碍ノ震血液叉ノ、腹水rfIニ.t量謹明セラ jし、壬 ／ナ リ。
ら． Lオフソzシ「検査＝際シ血波型考慮ノ重要性三就テ
J／都（府）（I/ト科） 木口 直
ラfト.！J：毛争Il柑子管法ニヨルし才 プソ ーン寸指数ハ従来， ソノ 債不安定ナリト 丘ハレソ／




（）型ナ Jレ際A,B,AB型ノイ1!Jレテ白血球液トシテ使用 λ Jレモ凝集反≫1!¥陽性エシ テソ ノ喰菌能
力ノ著シク低下セラルJレ事貫テ貫験的ニ敢＇［：テアグテ謹明シ『白血球液ト シテ使用スベキ
モノノ、. j忠、目者＇.i舵ニ針J!'.
キコト』テ埋I品七リ n 而j，所謂し才プソ ニン「能力／個人差ナルモノノ、血液型考！，／！： ニヨリ着：
シ ク減ぜラ ルルトナシ， こ~及ク イリ アムス氏ノ ：数字ニ主；J・シ演者ノ得タ Jレ教テ示セ ＇） 。
向，貫騎動物ニ於テモ同様凝集反感テ考慮セサソレペカラ ス‘ トナセリ n （人及家兎血液塗抹標
本ノ顛微鏡潟]h2~供覧）
7. 化膿菌J血液感染Z閥スル血清化畢的研究補遺 7象報
た阪（弘志野病院外科及研究室） 抗 野 就 ¥I可
著者ハ外科的化膿性疾患、ノ it；療 ニ際シテ患者ノ防衛力ガ岐弱シ テ敗血症乃五膿毒症ニ移
行スルノ事貰へ幾多免疫I的ニ研究閑日月セラレタ Jレ基礎ノ外ニ，夏ニ他ニモ亦検索ス Jレ



















9. 緑膿菌感染z劃スJI-紫外線療法 大阪（外科三羽病院） 末 肢 茂逸
















:121; 日本外科資闘弔 JO巻第 1 鋭
（鉄席）
11. レシトゲシ畢的解剖生理 京都 v.~1' 1r~i 大雅
和、共ガ車生時代ニJ宍ピ 7 シタ解剖l生.m~ハ屍樫叉ノ、動物質験ニ {i｛ ツテ研究サレタ Jレモノヲ
殆ンド基礎ト致シテ居リ 7 シタ jl1919f~ Toldt, .¥natomischer Atlas第 1！，岱・.］（~ ニ第 2 '{Eニ








大阪（帝大器永外科） inf 野 宗 喜
パ、ロ一Ll.:性骨愛化自n1曾殖t.IU胞カ




ー大デ汚：；食ニ蹄 ス ）~鵠ソノ .t\;i殖車Ill胞が直チニ ·rJ’I曾荊テ替ム $111胞ニ鐙ジ政ニ新’Ul· テ 1'1"Jレニ宝IJ
Jv, －大 デ同日（／偏食テ反櫨スル j，~. ·IJ·#;;i'fl~ モ ’カ：シク結 ld110日間 I'.H月化ノ 1偏食 l、1常食
トテ1Lクー Jレ「ト シテ背・質i¥＼ノ幅広嶋加テ米 タスモ ノナノレ百Iシ。




シタカ ラ，ζ テ報告ス（と之土之と｛~覧似h究）。コ I 1t;~ Bolz巴1 トシテ，’自・膜ナ キ腔自・骨片テ
'I=. I .，，.、 構骨髄腔ニ，同 ジク骨膜ナ キ煮沸シタ骨片 テ ）~’自髄肱エ使 }'Jj シ タ。
内；r.dn法ノ短所トシテ考へラレJレモノニハ純々アリテ， jfil'.r Jvコト ノ「H＊ナイ ’自・髄陣磁，
f芯ツテ骨折部位ノ髄性自flチ enclostal / !1'1’n・形成ガ悪イコト， Bolzen ガーカ ノー・ri・髄肱ニj
L人リ過ギテ他方カポィ、！己ーナツタリ ．叉 Bolzenカ位以’山ニ髄院ニ入ツテヰナ うレパ共同
「l句テ建スルコト ガH'1＊ヌコト、ナリ技術ノ J：ニ相芭；閤干I:テ！;fス勺レコ ＼・ J 長’間・ノ横性或ハ桜
僅カ／ 斜性’n’折ニノミ迫感サレテ適HJ範闘力政イコト可。
カクノ如ク内刺l法ハ共通NBエ於テ種々 Ii!lJ限ガγJレ？ レドモ， ・n・ 
雑 主 ::27 
exakte Reposition uncl Retention トfフ貼ニ於テハ最モ理想的方法デアリ， 治癒後援形テ
残サスコ叉骨イ吠損テ生ジテオレノJ之テ補者スル意味デ最モ良ク，自家骨片テ用フレパ異物
化膿ノ危険ガ少 f 等ノ長所テ有ス。ソレ故非槻血的ニモ翻血的ニモ骨折部位ノ完？で；'f;f＠.~ テ
轡ムハ困難ナリト Matti 氏等モ干~－ッテヰル所ノ陣位セル前脚雨骨折ニ於テ共埴磨ニヨツテ
ハ本法テ試 iテ然ルペシトJS'7 0 
殊ニ S叩 ialeBedingung ニヨツテ巴fl チ本：'t~ 仔ノ虫「l ク長 Wl ノ入院不可能ノ事情ニアル場合
ニ高ダ好都合ト考ーフ。向一般ニ Bolzen トシテハ生ノ自家骨片カ、昆モ良 fトセラレテヰ Jレ
ガ， 本例／結果ヨリ iレノら 煮沸シタ自家骨片テ使用シアモ，共｛隈骨形成， ／｛ナラスs
Knoch、：np]a-,tik トシテノ意味ニ於テ何等遜色ガナ fコトテ附言ス。















京都（帝大整形外科） 横 山 智 雄
我々ハ， ）Jj) 々結核·l~I；脊椎炎／レ線像rr~ ニ Mil脊柱膿蕩ノ陰影テ認ムルコトアリ，サレド．
., I陰影カ、常ニ流注膿蕩ト identischノモノナリヤ否ヤハ大イニ疑問トスル所ナリ。























又一般エ鴨表商ノ血流ガri豊｜立ニヨリテ泌也~ セラ Jレ、ト想ハ Jレ、 :2, 3ノ：事寛テ目撃シ，臨
休上無害ナJレ義布j捌木ノ如キ モノテ使用シ テ，左右相創的ノi躍位テト ラシムJレコ トガ決シ
テ無意義ナラサ：）レペシト考へ，之テ多数ノ肺結核患者ニ泊用シ，今日？デ5ドナ年以上ニ渉
リテソノ経過テ観察シタリ。
此ノ目的ニ向ヒ先ツ－~u11J祈林 f'1 ° 『出ニ常リ特ニ注意スペキ諸県}.j テ述べ，とガ循器系，並ニ




杭 m ¥fli 古
京都（府）.；外科） 挫i :}I：雅四郎
; i.［者ハ』rli臓塙ノ：設生＇f・ミーヨ リ設キ起シテ現今 7 デニ於クル！』Ii臓Ni手術成功例ニツキテ）！....：
ソノ治験例ヵ五三々寅ニl出うだノ星ノ如キナルヲ明カー シタ Jレ後， i［者’t：ノ／Jill織痛治験例テ詳
述セリ。印チ59歳ノ ：男子ニ於テ－1!Hil上－il'.iニ誕生セ JレイJli.:i'1：性阿i.隣府卒上皮栴ニ於テ先グ本｛｜ミ
6月 :zo日試験的 l;JJ [i余テナシ診断fi'ili定ノ後， 1'.1lj/iJj~ ト シテ人工気胸テ施シ；i:1 キ イぷ｜てIi月 2.f 日局
所麻酔ニヨJレと｜〈陀開胸術ニヨリ テ該腫蕩テJ1＇；］聞ノ健康il；トノ間ノ境界判明カエシ，該腫錨
テ胸腔外ニ持Bl シタノレ後， 該腫場ェ j主rR セ Jレ健康自111"1蹴IJ)J牒及ピ開Jj何ji~f ニヨ リ 生ジ タル提
離セル胸壁fj)J映トテ縫合シテ：主！？シク肋膜膝テ形成ス。腫場ノ j荷闇テヲじ＇，｝－ニ防護シッ、腫錫








迄槻？，＂－テ髄ク日 Jレモ忠fl・ ノ一般J伏態iミ好ナ JレテJ;）、テl抄クモイd'I；ニ於テ術後最モ長期l間ι 亘
リ生存セシメ得タ Jレ肺臓栴易iJ/H例ト信治
摘演者ハ局所麻酔ニヨル卒座開胸fi!Lrノ長所ニ：；叱キテ JUltシ，従来ノfli臓癒射出例ノ没後
不良ナル！京!Al ノー’｜モテ.＇£身麻~I宇ニ蹄セシ _;I ') 0 叉術前人了.＇•X胸エヨル＇I'lf¥_i開胸ニ立すス Jレ両Ii
















遁， カ日 京 者R 。鳥 i勾 隆
（原稿未着）








京都帝国大事助教J安（外科〉大津匙tt~士ハ支部行在外研究fl ト シテ， ＊）し 3 月n 日前11戸
HI帆／！照岡丸ニテi皮敵サJレ、響。
－－ ~ ＇ -.- ,. ,. J 、九
某」~ 幸R
入 曾
久留米市九州1留撃裏門謬校外科感教室 大 (.'; ，フτj・、
中華民凶f山頭市博愛含聖書院 rn * 合 it, ‘
東京市芝区赤羽町芝詰寄生合病ft｛外科 一L一1－ Jl  ~lfj 
大連市薩摩町大連＼＂~院外科 ｛噂 7じ '.l1{ 
成九際祇園村 鈴 木 h長，
キ専 居
京都市下京鼠新町通七i康上ル平野町iM 巷 JL~· 静 員R
三重県系志摩郡賢，＼°.＇； 京 il 石 松
尾道市々立診療所 松 尾 i)J. 
函館市嬬川町29番地 寺~ 島 ，中b、 ヲミ
大連市楓町!l6 1-: 久 1・ 治
東京子持園大準監~部病玉里号教室 同 i:j.1 ，占、
東京骨子園大感聖霊祭部解音I]製教室 ド耳 m 孝
秋田豚鹿角郡毛島内耳事前協同病院出張所内 島 月宗
石川県長小松町 ｛手 靖 男
大阪市旭区今市町!l4 井 i,';( 止世
東京市外武磯野町西¥it3li: 1" ~ft 進 司王
秋閏牒山本郡能代港町rlJ木監療利別組合 rn It lj3'j 計1・
山口県長字都市岡fこ病院 11-
詑 弔
曾ti主笠堂君:1：・）レ昭和 7if-12月：10日御逝去ノ報ニ接九州中，諾ンテ弔シ泰Jレ。
